



























A Song for Every Season（２）
潟　山　健　一
〈翻訳〉

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































81A Song for Every Season（２）
「さぁて、お相手さがしてるお前
めえ
ら
嫁を選ぶんなら慎重にな、
なんでって、うちの嫁の妹をもらうんじゃ
お前
めえ
、人生この先、悪魔と連れ添うってことじゃねぇか。
20、18、16、14、
12、10、８、６、４、２、な～し（none）、
19、17、15、13、
11、９、７、５、３で、い～ち（one）。」
これがジムの知っていた一番短い歌でした。そしてたいていジムがこの歌で
賞品の１パイントを勝ち取るのでした。何しろとんでもない速さで唄えるよ
うになっていましたからね。
　このように「テイター・ビア・ナイト」は、間違いなく１年のうちで最も
盛り上がる宴のひとつなのでした。
